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　2011年3月11日以降の事態は、
われわれに「命とは何か、生活と
は何か」という根源的な問いを改
めてつきつけてきました。現在を、
そして未来を、われわれヒトはど
う生きるのか。ヒト社会のみなら
ず、すべての命に、今後どう関わ
るのか。
　動物たちが身をささげてくれた
おかげで、ヒトはヒトになった。
14名のアーティストおよび研究者
による、「動物のいのち」をめぐる
徹底討論です。 
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